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青森家庭少年問題研究会では、25年７月か

ら、毎週土曜日の午前中、小学生・中学生を

対象に、学習支援活動を行っています。

青森市母子寡婦福祉会の協力を得て、ひと

り親家庭の子どもたち12人を対象に、ボラン

ティア登録してくれた県立保健大学、青森公

立大学の学生さんが、子どもたちの学習進度

に合わせて１対１で勉強を教えています。

■夏休みの学習課題に取り組んでいます。

中学校３年生は、最後の中体連が終わり

ました。受験勉強も、本番突入ですね。夏

休みが近づくにつれ、新たな申込が増えて

きました。今年度に入って８月５日までで

新たに４人が仲間入りしています。さらに

入会の希望もいただいており、あらためて、

我々の活動に理解をいただいていることに

感謝いたします。なるべく、学生さんとの

１対１の関係を作りたいので、たくさんの

子どもさんの受け入れは難しい面もありま

すが、可能な限り対応していきます。

子どもたちは、それぞれ、たくさん出さ

れた夏休みの課題に取り組んでいます。な

るべく、家庭学習の習慣を身につけてほし

いので、週１回の学習会の機会に、学生さ

んからも、次の週までお家で勉強するよう

働きかけをしています。

■「子どもの貧困」講演会を開催しました。

先日、厚生労働省が最新の子どもの貧困

率（平成２７年）を発表しました。前回調

査（平成２４年）と比較して２．４ポイン

ト改善し、１３．９％となりました。しか

し、未だに７人に１人の高い割合です。今

後は、子どもの生活実態に即して、具体的

な改善策を講じていく必要があります。

青森家庭少年問題研究会では、６月１０

日の総会・研修会で、滋賀・京都を中心に

子どもの貧困問題について全国的に活動を

行っている社会福祉士の幸重忠孝（ゆきし

げ・ただたか）さんをお招きし、「子ども

の貧困と居場所づくり」について講演会を

開催しました。

県内から、子どもの学習会や子ども食堂

など支援を行っている団体や、スクールソ

ーシャルワーカー、学生などたくさんの方

々が集まり、それぞれの活動報告・意見交

換も行いました。

幸重さんのお話からは、子どもを中心と

した地域づくりの取組の意義や子どもの居

場所づくりの重要性について、理解を深め

ることができました。また、このような活

動の中核となるソーシャルワーカーの人材

育成も課題で

あると感じま

した。

このような

支援活動には

継続が重要で

す。我々も引

き続き、活動

を続けていき

たいと思いま

す。


